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は
じ
め
に 

 

コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
を
み
な
い
中
で
の
大
会
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

本
来
な
ら
ば
、
第
十
六
回
上
林
暁
忌
俳
句
大
会
は
、
大
方
あ
か
つ
き
館
開
館
二
十

周
年
な
ら
び
に
上
林
暁
没
後
四
十
年
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
、
昨
年
の
秋
に
開
催

さ
れ
る
予
定
で
し
た
。
し
か
し
、
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
コ
ロ
ナ
感
染
症
流
行
の
時
期
と
重

な
り
、
や
む
な
く
延
期
と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
次
第
で
す
。 

本
年
八
月
二
十
八
日
（暁
忌
）に
は
、
従
来
通
り
の
形
で
開
催
で
き
る
は
ず
で
し
た
が
、

ま
た
も
第
四
波
、
五
波
の
コ
ロ
ナ
禍
の
時
期
と
重
な
り
、
や
む
な
く
通
信
句
会
（
表
彰
式

の
み
実
施
）
と
い
う
不
本
意
な
形
で
の
開
催
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
講
師
な
ら
び
に

投
句
者
、
三
水
会
、
上
林
暁
文
学
館
な
ど
関
係
者
の
み
な
さ
ま
に
は
、
ま
ず
も
っ
て
お

詫
び
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

以
上
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東
京
を
は
じ
め
各
地
か
ら
百
四

十
七
句
（
四
十
九
名
）
も
の
作
品
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
講
師
の
岡
林
知

世
子
先
生
（
高
知
県
俳
句
連
盟
副
会
長
）
に
は
、
手
紙
や
電
話
を
通
し
て
と
い
う
ま
こ
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と
に
申
し
訳
な
い
か
た
ち
で
の
お
願
い
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
す
ば
や
く
入
賞
作
品
（
二

十
句
）
を
選
考
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
作
品
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
明
快
で
味
わ
い
深
い

選
評
を
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
表
彰
式
に
は
、
遠
路
高
知
市
よ
り
お
い
で
い
た

だ
き
、
心
に
染
み
入
る
ご
講
演
を
賜
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。 さ

ら
に
、
岡
林
知
世
子
先
生
と
上
林
暁
文
学
館
、
三
水
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、
今
回

も
大
会
句
集
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
会
記
念
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
大
切
に

読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

異
例
ず
く
め
の
大
会
と
な
り
、
従
来
に
も
増
し
て
み
な
さ
ま
方
に
は
ご
無
理
を
お
か

け
し
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
主
催
者
を
代
表
し
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
二
〇
二
一
年
八
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

上
林
暁
顕
彰
会
会
長 

 

山
沖 

幸
喜 
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入
賞
作
品 
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《
上
林
暁
大
賞
》 

文
藝
を
支
ふ
る
町
や
暁
忌 

 
 
 

 
 

四
万
十
市 

柴
田 

清 
《
中
山
一
志
賞
》 

折
れ
曲
が
る
魂
文
字
愛
し
暁
忌 
 

 
 
 

黒
潮
町 

國
友 

積 

《
黒
潮
町
長
賞
》 

木
の
葉
髪
夫
の
介
護
を
生
き
甲
斐
に   

高
知
市 

千
葉
理
枝
子 

《
黒
潮
町
教
育
長
賞
》 

辣
韮
畑
千
条
海
へ
香
を
放
つ 

 
 

 
 

高
知
市 

山
岡
美
智
子 

《
上
林
暁
顕
彰
会
長
賞
》 

暁
忌
露
地
に
人
情
あ
り
に
け
り 

 
 

 
 

高
知
市 

西
込
と
き 

《
上
林
暁
文
学
館
長
賞
》 

暁
忌
良
き
故
郷
よ
隣
人
よ 

 
 
 
 

 
 

高
知
市 

栗
坂
海
馬 
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《
上
林
暁
賞
》 

四
万
十
の
鮎
と
し
育
ち
下
る
か
な 

  
  

香
美
市 

甲
藤
卓
雄 

幡
多
こ
と
ば
涼
し
く
聞
き
て
暁
忌 

 
  

 

須
崎
市 

徳
永
逸
夫 

実
浜
木
綿
五
体
投
地
に
暁
忌 

     
 
 
 

高
知
市 

中
平
孝
子 

音
の
な
き
暁
生
家
柿
若
葉 

   
  

土
佐
清
水
市 

山
﨑
紀
美
子 

片
麻
痺
で
泳
ぎ
切
つ
た
る
ダ
ム
湖
か
な 

 

高
知
市 

千
葉 

徹 

妹
の
ま
こ
と
の
支
え
暁
忌 

     
 
  

高
知
市 

和
田
和
子 

暁
を
育
て
し
山
河
風
薫
る 

     
 

四
万
十
市 

亀
井
し
げ
み 

涼
し
さ
や
若
き
暁
ブ
ロ
ン
ズ
像 

   
 
  

室
戸
市 

山
本
千
秋 

《
入 

 

選
》 

暁
忌
近
き
生
家
を
塀
越
し
に 

    
 
 

四
万
十
市 

吉
岡
鈴
代 

訪
ね
来
し
暁
墓
前
バ
ラ
捧
ぐ     

 
 

黒
潮
町 

戸
田
ゆ
き
子 
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４
B
の
文
字
く
ね
く
ね
と
暁
忌     

 
 

黒
潮
町 

山
沖
幸
喜 

新
緑
や
偲
ぶ
縁
の
あ
か
つ
き
館 

     
 
 

高
知
市 

浜
口 

潔 
ひ
ね
も
す
を
遠
き
海
鳴
り
暁
忌      

 
 

黒
潮
町 

宮
川
昭
男 

松
原
に
松
苗
根
付
く
暁
忌 

     
 

四
万
十
町 

藤
原
佳
代
子 
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入
賞
作
品
評 

 
 

選
者 

 

岡
林
知
世
子 

先
生 

（
高
知
県
俳
句
連
盟 

副
会
長
） 
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《
上
林
暁
大
賞
》 

文
藝
を
支
ふ
る
町
や
暁
忌 

 
 
 
 
 

柴
田 

清 
  

暁
忌
は
未
だ
収
束
し
て
い
な
い
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
第
十
六
回

を
迎
え
ま
し
た
。
地
元
黒
潮
町
（
現
）
は
暁
の
文
芸
を
支
え
る
町

と
し
て
（
平
成
二
年
）
没
後
十
周
年
を
記
念
し
て
、
第
一
回
暁
忌

俳
句
大
会
を
開
催
、
以
後
短
歌
大
会
と
交
互
に
開
催
し
て
い
ま

す
。
こ
の
句
は
並
々
な
ら
ぬ
暁
へ
の
思
い
の
籠
も
っ
た
作
品
で

す
。
こ
の
句
を
通
し
て
暁
の
生
涯
に
思
い
を
馳
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 
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《
中
山
一
志
賞
》 

折
れ
曲
が
る
魂 た

ま

文
字

も

じ

愛 か

な

し
暁
忌 

 
 
 
 

國
友 

積 
  

暁
五
十
一
歳
軽
い
脳
溢
血
。
左
半
身
不
随
。 

六
十
一
歳
二
回
目
脳
溢
血
。
右
半
身
不
随
。 

そ
の
苦
難
を
糧
と
し
て
文
学
一
筋
の
道
を
貫
く
。
七
度
生
ま
れ

か
わ
る
と
も
文
学
を
や
り
た
い
。
そ
ん
な
言
葉
を
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
中
七
魂
文
字
愛
し
に
胸
が
つ
ま
り
ま
す
。
言
葉
が
出
て
来

ま
せ
ん
。 
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《
黒
潮
町
長
賞
》 

木
の
葉
髪
夫
の
介
護
を
生
き
甲
斐
に 

 

千
葉 

理
枝
子 

  

暁
七
十
五
歳
。
句
集
（
木
の
葉
髪
）
を
刊
行
（
四
万
十
川
の
青

き
流
れ
を
忘
れ
め
や
）。
昭
和
四
十
三
年
中
村
為
松
公
園
に
建
碑

。
こ
の
句
集
を
踏
ま
え
て
の
句
と
思
わ
れ
ま
す
。
病
に
あ
る
人
も

。
介
護
を
す
る
人
も
。
下
五
生
き
甲
斐
に
の
言
葉
に
救
わ
れ
ま
す

。 
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《
黒
潮
町
教
育
長
賞
》 

辣
韮
畑
千
条
海
へ
香
を
放
つ 

 
 

 

山
岡 

美
智
子 

  

十
一
月
中
頃
入
野
の
浜
の
畑
一
帯
を
紫
色
に
美
し
く
彩
る
辣

韮
の
花
。
遠
流
の
海
を
背
に
広
が
る
千
条
の
畑
。
辣
韮
に
は
独
特

の
匂
が
あ
り
ま
す
。
香
を
放
つ
と
き
っ
ぱ
り
詠
み
切
っ
た
所
が

清
清
し
い
。 

  

《
上
林
暁
顕
彰
会
長
賞
》 

暁
忌
露
地
に
人
情
あ
り
に
け
り 

 
 

西
込 

と
き 

  

暁
の
書
い
た
私
小
説
は
そ
の
時
代
背
景
も
あ
っ
て
や
や
暗
い
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気
が
し
ま
す
。
そ
ん
な
作
品
の
中
に
、
市
井
の
暮
し
の
人
情
を
感

じ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
句
か
ら
実
直
な
暁
の
人
間
像
が

浮
か
ん
で
来
ま
す
。 

  

《
上
林
暁
文
学
館
長
賞
》 

暁
忌
良
き
故
郷
よ
隣
人
よ 

 
 
 
 
 

栗
坂 

海
馬 

  

故
郷
を
愛
し
続
け
た
作
家
暁
は
、
郷
土
関
係
の
作
品
を
数
多
く

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
良
き
故
郷
に
今
は
静
か
に
眠
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。 
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《
上
林
暁
賞
》 

四
万
十
の
鮎
と
し
育
ち
下
る
か
な 

 
 

甲
藤 

卓
雄 

  

名
に
し
負
う
四
万
十
の
鮎
と
し
て
、
産
卵
の
た
め
秋
鮎
は
川
を

下
っ
て
ゆ
き
ま
す
。
鮎
の
句
か
ら
も
、
暁
の
境
涯
へ
の
思
い
は
深

ま
り
ま
す
。 

  

《
上
林
暁
賞
》 

幡
多
こ
と
ば
涼
し
く
聞
き
て
暁
忌 

 
 

徳
永 

逸
夫 

  

同
じ
高
知
県
人
と
し
て
幡
多
こ
と
ば
は
す
ぐ
に
分
か
り
ま
す
。

使
い
慣
れ
た
こ
と
ば
は
時
を
経
て
も
、
涼
し
く
懐
か
し
い
も
の
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で
す
。 

因
み
に
暁
忌
は
土
佐
俳
句
歳
時
記
「
高
知
県
俳
句
連
盟
編
」
に

季
題
（
季
語
）
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

《
上
林
暁
賞
》 

実
浜
木
綿
五
体
投
地
に
暁
忌 

 
 
 

中
平 

孝
子 

  

両
膝
、
両
肘
、
額
を
順
に
地
に
つ
け
て
拝
す
る
最
高
の
礼
法
と

辞
書
に
は
書
か
れ
て
い
ま
す
。
暁
忌
を
修
す
る
最
高
の
礼
法
で

す
。
八
月
二
十
八
日
、
暁
忌
。
残
暑
厳
し
い
頃
で
す
。 
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《
上
林
暁
賞
》 

音
の
な
き
暁
生
家
柿
若
葉 
 
 
 
 

山
﨑 

紀
美
子 

  

暁
亡
き
後
も
柿
は
実
を
結
び
、
そ
し
て
又
新
し
い
生
命
柿
若
葉

が
萌
え
出
ず
る
。
音
の
な
い
暁
生
家
に
佇
み
暁
を
偲
ぶ
姿
が
想

像
さ
れ
ま
す
。 

  

《
上
林
暁
賞
》 

片
麻
痺
で
泳
ぎ
切
つ
た
る
ダ
ム
湖
か
な 

 

千
葉 

徹 
 
 

 

暁
は
二
度
目
の
脳
溢
血
に
よ
り
、
右
手
、
右
足
、
口
が
不
自
由

と
な
り
以
後
病
床
生
活
を
送
る
事
に
な
り
ま
す
。
健
康
と
ま
し
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な
作
品
の
両
方
を
望
む
の
は
虫
が
良
す
ぎ
る
の
で
あ
ろ
う
。
だ

か
ら
私
は
ま
し
な
作
品
を
取
っ
て
、
不
幸
に
我
慢
し
て
い
る
。
暁

の
言
葉
に
こ
の
句
を
重
ね
ま
し
た
。
重
た
い
重
た
い
言
葉
で
す
。 

  

《
上
林
暁
賞
》 

 

妹
の
ま
こ
と
の
支
へ
暁
忌 

 
 
 
 
 

和
田 

和
子 

  

妹
睦
子
さ
ん
が
病
気
の
暁
を
献
身
的
に
支
え
ま
し
た
。
正
岡
子

規
は
母
八
重
、
妹
律
の
限
り
な
く
献
身
的
な
支
え
が
あ
り
ま
し

た
。
尊
い
こ
と
で
す
。
長
い
長
い
病
苦
か
ら
解
放
さ
れ
、
昭
和
五

十
五
年
八
月
二
十
八
日
、
暁
七
十
七
歳
。
戻
る
こ
と
の
な
い
永
遠

の
旅
に
出
ま
し
た
。 
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《
上
林
暁
賞
》 

暁
を
育
て
し
山
河
風
薫
る 
 
 

 
 

亀
井 

し
げ
み 

  

海
と
山
、
ふ
る
さ
と
黒
潮
町
の
入
野
の
松
原
、
浮
鞭
の
カ
リ
ト

坂
、
蠣
瀬
川
、
作
品
に
出
て
来
る
町
名
で
す
。
暁
は
こ
こ
で
生
ま

れ
、
中
学
生
の
こ
ろ
作
家
を
志
し
生
涯
そ
の
志
を
変
え
る
こ
と

が
な
か
っ
た
と
言
う
事
で
す
。
季
題
風
薫
る
。
暁
の
人
生
を
謳
歌

し
て
い
ま
す
。 

  

《
上
林
暁
賞
》 

涼
し
さ
や
若
き
暁
ブ
ロ
ン
ズ
像 

 
 
 

山
本 

千
秋 
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久
保
孝
雄
制
作
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
。「
ブ
ロ
ン
ズ
の
首
」
で
第
一

回
川
端
康
成
文
学
賞
受
賞
。
昭
和
四
十
九
年
暁
七
十
二
歳
。
川
端

康
成
よ
り
贈
ら
れ
た
（
明
月
）
の
条
幅
も
あ
り
ま
す
。
私
も
こ
の

ブ
ロ
ン
ズ
の
首
が
好
き
で
あ
る
。
見
飽
き
る
こ
と
が
な
い
。
作
品

に
は
そ
う
書
か
れ
て
い
ま
す
。 
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参
加
者
作
品
（
投
句
順
） 
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１
． 

尾
崎 

清
（
四
万
十
市
） 

 
村
落

そ

ん

ら

く

を
別
つ
大
き
な
楠
若
葉 

 
寄
り
添
う
て
深
き
睡
り
の
梅
雨
の
猫 

 

バ
ラ
園
の
花
授
か
り
し
児
童
か
な 

２
． 

多
賀
凍
児

と

う

じ

（
四
万
十
市
） 

 

裸
木
に
依
れ
ば
母
ほ
ど
温
か
し 

 

沈
下
橋
人
声
通
る
白
い
闇 

 

ダ
ム
放
流
初
夏
夜
通
し
の
舟
を
守
る 

３
． 

浜
口 

潔
（
高
知
市
） 

 

薤
掘
る
腰
を
伸
ば
せ
ば
太
平
洋 

 

私
小
説
貫
き
通
し
暁
忌 
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新
緑
や
偲
ぶ
縁
の
あ
か
つ
き
館 

４
． 
中
平
孝
子
（
高
知
市
） 

 

暁
の
忌
な
り
「
薔
薇
盗
人
」
と
云
ふ
を
知
る 

 

流
木
の
砂
に
刺
さ
り
て
浜
晩
夏 

 

実
浜
木
綿
五
体
投
地
に
暁
忌 

５
． 

甲
藤
卓た

く

雄を

（
香
美
市
） 

 

土
讃
線
余
花
の
豊
永
駅
通
過 

 

滴
り
や
町
の
天
下
の
龍
河
洞 

 

四
万
十
の
鮎
と
し
育
ち
下
る
か
な 

６
． 

山
﨑
紀
美
子
（
土
佐
清
水
市
） 

 

音
の
な
き
暁
生
家
柿
若
葉 

 

行
く
春
の
沖
に
白
波
た
ち
に
け
り 
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酒
樽
の
か
く
し
部
屋
め
く
暁
忌 

７
． 

西
森 

惠
（
東
京
都
） 

 
栴
檀
の
葉は

実み

青
々

あ

お

あ

お

と 

努
力
の
碑 

 

野
あ
ざ
み
の
野
道

の

み

ち

急
ぎ
て
野
良
の
秋 

 

の
じ
菊
の
咲
き
し
断
崖 

足
摺
岬 

８
． 

栗
坂
海
馬

か

い

ば

（
高
知
市
） 

 

暁
の
黴
の
匂
ひ
の
貴
重
本 

 

子
規
に
似
し
長
き
闘
病
暁
忌 

 

暁
忌
良
き
故
郷
よ
隣
人
よ 

９
． 

山
下
昭あ

き

文ふ

み

（
土
佐
清
水
市
） 

 

み
か
ん
咲
く
幡
多
の
言
葉
に
慣
れ
し
こ
ろ 
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船
酔
ひ
の
目
先
を
飛
魚

あ

ご

の
飛
び
に
け
り 

 

気
ぜ
は
し
き
接
種
と
選
挙
梅
雨
き
ざ
す 

１０
． 
宮
川
昭
男
（
黒
潮
町
） 

 

ひ
ね
も
す
を
遠
き
海
鳴
り
暁
忌 

 

聲
か
け
て
地
酒
供
へ
し
暁
忌 

 

月
天
心
暁
生
家
閑
か
な
り 

１１
． 

岡
林
知ち

世
子

せ

こ

（
高
知
市
） 

 

筆
に
身
を
使
ひ
切
つ
た
る
暁
忌 

 

暁
も
泳
ぎ
し
青
き
四
万
十
川

か

わ

今
も 

 

波
音
に
偲
ぶ
暁
海
晩
夏 
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１２
． 

宮
川
恵
子
（
黒
潮
町
） 

 
杖
音
の
響
く
隧ず

い

道ど

う

梅
雨
遍
路 

 
鯨
住
む
海
あ
お
あ
お
と
暁
忌 

 

暁
忌
雲
泰
然
と
流
れ
ゆ
く 

１３
． 

花
井 
睦
（
神
奈
川
県
） 

 

更
衣
残
る
若
さ
に
お
し
ゃ
れ
し
て 

 

走
り
梅
雨
開
け
っ
放
し
の
通
し
土
間 

 

父
の
死
は
火
を
噴
く
島
の
夜
光
虫 

１４
． 

山
本
千
秋
（
室
戸
市
） 

 

暁
の
病
苦
麦
飯
左
手
で 
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麻
痺
の
手
で
書
き
し
原
稿
暁
忌 

 
涼
し
さ
や
若
き
暁
ブ
ロ
ン
ズ
像 

１５
． 
松
田
玲
子
（
黒
潮
町
） 

 

畦
刈
り
の
蝮
に
出
合
い
足
す
く
む 

 

さ
く
ら
ん
ぼ
双
子
の
や
う
に
手
を
つ
な
ぎ 

 

瑠
璃
蜥
蜴
首
を
か
し
げ
て
草
に
消
ゆ 

Ⅰ６
． 

山
本
薊
風

け

い

ふ

う

（
高
知
市
） 

 

小
袖
貝
ひ
ろ
ひ
し
昔
春
夕
べ 

 

長
宗
我
部
植
え
し
松
林
緑
立
つ 

 

海
亀
は
命
を
恃
み
浜
下
る 

１７
． 

畝
﨑
桃
代
（
土
佐
清
水
市
） 
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萍
に
風
密
と
あ
り
沼
の
黙 

 
兼
山
溝
夏
草
屑
の
行
方
か
な 

 
し
ば
ら
く
は
園
児
の
余
韻
青
田
風 

１８
． 
和
田
和
子
（
高
知
市
） 

 

暁
の
露
の
祈
り
の
私
小
説 

 

露
の
世
の
夫
婦
の
絆
暁
忌 

 

妹
の
ま
こ
と
の
支
へ
暁
忌 

１９
． 

長
滝 

淳
き
よ
し

（
黒
潮
町
） 

 

分
蘖
の
田
干
し
五
月
の
雨
し
き
る 

 

妣
も
来
よ
夜
々
の
川
縁
蛍
狩 

 

髪
を
梳
く
湯
上
が
り
夜
の
不
如
帰 
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２０
． 

德
廣
由
喜
子
（
黒
潮
町
） 

 

メ
モ
帳
の
全
部
ら
く
が
き
子
供
の
日 

 

山
吹
ち
る
か
つ
て
爆
弾
破
裂
の
地 

 

あ
か
つ
き
の
墓
楊
梅
の
雨
の
中 

２１
． 

戸
田
ゆ
き
子
（
黒
潮
町
） 

 

訪
ね
来
し
暁
墓
前
バ
ラ
捧
ぐ 

 

子
の
宝
バ
ケ
ツ
の
中
の
蝌
蚪
の
群 

 

白
髪
に
ち
ょ
っ
と
斜
め
の
夏
帽
子 

２２
． 

福
本
明
美
（
四
万
十
市
） 

 

一
人
座
の
風
鈴
止
み
て
通
夜
更
け 
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沈
む
日
に
茅
花
流
し
の
涼
し
さ
や 

 
水
鏡
青
田
風
よ
り
薄
み
ど
り 

２３
． 

渡
部 

悟
（
四
万
十
市
） 

 

片
陰
を
譲
り
て
日
向
二
歩
三
歩 

 

炎
天
の
母
と
児
自
販
機
指
さ
す 

 

夏
帽
子
乗
り
換
え
駅
の
二
番
線 

２４
． 

大
平
岑
子
（
土
佐
清
水
市
） 

 

花
蜜
柑
潮
騒
近
き
番
外
寺 

 

十
薬
の
白
の
十
字
は
ふ
れ
で
見
る 

 

合
羽
着
の
鰹
沖
煮
を
も
ら
ひ
け
り 
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２５
． 

金
子
範
子
（
黒
潮
町
） 

 

新
茶
揉
む
媼
と
昔
語か

た

り
か
な 

 

コ
ロ
ナ
世
や
地
図
で
行
く
旅
合
歓
咲
い
て 

 

ま
た
一
つ
凌
霄
花
ハ
ラ
リ
散
り
敷
け
る 

２６
． 

山
沖
幸
喜
（
黒
潮
町
） 

 

夏
若
葉
ふ
い
に
落
ち
た
る
雨
に
ゆ
れ 

 

４
Ｂ
の
文
字
く
ね
く
ね
と
暁
忌 

 

額
の
花
か
げ
淡
々
と
葉
に
枝
に 

２７
． 

國
友 

積
（
黒
潮
町
） 

 

あ
る
が
ま
ま
人
も
自
然
も
暁
忌 



30 

 

 

折
れ
曲
が
る
魂た

ま

文
字

も

じ

愛か

な

し
暁
忌 

 
暁
の
魂た

ま

滲に

じ

み
落
つ
藪
椿 

２８
． 
山
岡
美
智
子
（
黒
潮
町
） 

 

辣ら

っ

韮き

ょ

畑ば

た

千
条

せ
ん
じ
ょ
う

海
へ
香
を
放
つ 

 

か
な
か
な
や
あ
か
つ
き
館
の
白
き
黙 

 

ヴ
ィ
オ
ロ
ン
の
マ
ズ
ル
カ
聞
く
や
薔
薇
の
雨 

２９
． 

藤
原
佳
代
子
（
四
万
十
町
） 

 

山
羊
の
名
は
花
子
と
レ
ノ
ン
南
吹
く 

 

浜
石
に
本
家
分
家
の
魂
迎
ふ 

 

松
原
に
松
苗
根
付
く
暁
忌 
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３０
． 

芝
岡
美
代
（
土
佐
清
水
市
） 

 

銭
湯
の
浮
世
絵
の
れ
ん
菖
蒲
の
日 

 

う
す
ご
ろ
を
食
ふ
べ
初
夏
来
り
け
り 

 

廃
校
に
百
年
日
誌
河
鹿
鳴
く 

３１
． 

西
込ご

み

と
き
（
高
知
市
） 

 

仲
間
皆
恙
抱
へ
し
暁
忌 

 

美
し
き
流
れ
の
蜻
蛉
暁
忌 

 

暁
忌
露
地
に
人
情
あ
り
に
け
り 

３２
． 

千
葉 

徹
（
高
知
市
） 

 

片
麻
痺
で
泳
ぎ
切
つ
た
る
ダ
ム
湖
か
な 
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片
麻
痺
を
生
き
る
力
に
夏
来
る 

 
暁
と
同
じ
病
に
木
の
葉
髪 

３３
． 

千
葉
理
枝
子
（
高
知
市
） 

 

木
の
葉
髪
夫
の
介
護
を
生
き
甲
斐
に 

 

露
の
身
の
二
人
三
脚
夫
婦
と
は 

 

暁
の
境
涯
思
ふ
松
の
花 

３４
． 

大
川
房
子
（
高
知
市
） 

 

ゆ
ら
ゆ
ら
と
流
れ
の
襞
に
七
変
化 

 

夏
萩
の
岸
辺
に
色
を
揺
ら
し
を
り 

 

こ
き
こ
き
と
水
面
ジ
グ
ザ
グ
に
あ
め
ん
ぼ
う 
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３５
． 

徳
永
逸
夫
（
須
崎
市
） 

 

教
員
の
日
々
の
あ
り
き
や
暁
忌 

 

幡
多
こ
と
ば
涼
し
く
聞
き
て
暁
忌 

 

薔
薇
と
い
ふ
漢
字
難
し
暁
忌 

３６
． 

弘
田
幸
子
（
四
万
十
市
） 

 

暁
の
朱
入
り
の
原
稿
青
あ
ら
し 

 

ア
カ
シ
ア
咲
く
馬
柵
の
か
た
む
く
厩
舍
跡 

 

花
水
木
コ
ロ
ナ
注
射
や
外
は
雨 

３７
． 

安
西
佐
和
（
四
万
十
市
） 

 

海
に
向
く
蘇
鉄
の
花
の
身
じ
ろ
が
ず 
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捨
て
舟
を
包
む
夕
日
や
仏
桑
花 

 
碑
の
更
に
暁
生
家
瑠
璃
蜥
蜴 

３８
． 

田
久
保
ゆ
か
り
（
京
都
府
） 

 

故
郷
に
波
い
ち
ま
い
の
春
日
か
な 

 

遅
桜
観
音
堂
の
玻
璃
の
な
か 

 

山
寺
の
渡
り
廊
下
や
夏
め
き
て 

３９
． 

山
本
明
治

あ

け

は

る

（
高
知
市
） 

 

万
緑
の
尖
塔
一
閃
宙
の
果
て 

 

草
笛
の
杜
ふ
る
は
せ
て
大
合
奏 

 

あ
ぢ
さ
ゐ
の
色
滔
々
と
用
水
路 
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４０
． 

渡
辺
春
夫
（
黒
潮
町
） 

 

防
鳥
の
網
衝
き
抜
け
て
穂
麦
か
な 

 

今
朝
立
て
し
畝
間
の
水
や
走
梅
雨 

 

湧
き
上
が
る
ご
と
し
蕃
茄
の
脇
芽
か
な 

４１
． 

亀
井
雉
子
男

き

じ

お

（
四
万
十
市
） 

 

松
毬

ま
つ
か
さ

の
青
さ
暁
忌
な
り
け
り 

 

サ
ー
フ
ァ
ー
の
波
を
お
さ
へ
て
立
ち
上
が
る 

 

珊
瑚
咲
く
海
の
底
ま
で
夕
焼
け
ぬ 

４２
． 

亀
井
し
げ
み
（
四
万
十
市
） 

 

暁
を
育
て
し
山
河
風
薫
る 
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流
木
の
短
冊
掛
け
や
暁
忌 

 
小
鳥
来
る
こ
の
松
原
を
い
つ
ま
で
も 

４３
． 

柴
岡
弘こ

う

城
じ
ょ
う

（
大
月
町
） 

 

走
り
梅
雨
医
師
が
泣
く
子
を
あ
や
し
つ
つ 

 

老
鶯
や
母
の
齢
は
ま
だ
遥
か 

 

父
母
恋
し
一
番
星
の
涼
し
さ
に 

４４
． 

柴
岡
文
子
（
大
月
町
） 

 

栴
檀
の
花
の
母
校
を
訪
ね
け
り 

 

路
地
路
地
に
避
難
の
標
梅
雨
し
と
ど 

 

紫
陽
花
に
激
し
き
雨
と
な
り
に
け
り 
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４５
． 

山
﨑
美
恵
子
（
黒
潮
町
） 

 

怪
我
癒
え
た
仇
の
如
く
髪
洗
ふ 

 

妹
病
み
て
覚
悟
の
見
舞
あ
か
つ
き
忌 

 

辛
か
り
し
治
療
終
え
た
は
去
年
の
夏 

４６
． 

小
野
み
や
え
（
黒
潮
町
） 

 

手
拭
ひ
を
浸
す
や
夏
の
蛎
瀬
川 

 

暁
忌
手
習
ひ
始
む
八
十
路
前 

 

夏
の
子
ら
暁
館
を
駆
降
り
つ 

４７
． 

吉
岡
鈴
代
（
四
万
十
市
） 

 

夜
作
業
の
何
時
も
傍
へ
に
虫
め
が
ね 
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暁
忌
近
き
生
家
を
塀
越
し
に 

 
梅
漬
け
の
月
日
を
記
し
終
り
け
り 

４８
． 

下
村
夏
江
（
四
万
十
市
） 

 

水
無
月
や
シ
ョ
パ
ン
の
「
雨
だ
れ
」
ラ
ジ
オ
か
ら 

 

白
南
風
や
午
後
の
チ
ャ
イ
ム
海
に
消
ゆ 

 

白
南
風
や
紺
碧
の
空
土
佐
の
海 

 

４９
． 

柴
田 

清
（
四
万
十
市
） 

 

文
藝
を
支
ふ
る
町
や
暁
忌 

 

鮎
舟
の
舫
ひ
て
眠
る
渡
り
川 

 

潮
の
香
も
膳
に
ひ
と
品
夏
料
理 
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《
高
点
句
》 

六
点
句 

夏
帽
子
乗
り
換
え
駅
の
二
番
線 
 

 
 
 
 
  
 
 

渡
部 

悟 

五
点
句 

暁
の
黴
の
匂
ひ
の
貴
重
本 

 
 
 

 
 
 
 
  
 
 

栗
坂
海
馬 

ひ
ね
も
す
を
遠
き
海
鳴
り
暁
忌 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

宮
川
昭
男 

杖
音
の
響
く
隧ず

い

道ど
う

梅
雨
遍
路 

 
 
 
 
 
 
 
  

 

宮
川
恵
子 

か
な
か
な
や
あ
か
つ
き
館
の
白
き
黙 

 
 
 
  

 

山
岡
美
智
子 

四
点
句 

薤
掘
る
腰
を
伸
ば
せ
ば
太
平
洋 

 
 

 
 
 
 
  

浜
口 

潔 

筆
に
身
を
使
ひ
切
つ
た
る
暁
忌 

 
 
 
 
 
 
 

岡
林
知
世
子 

廃
校
に
百
年
日
誌
河
鹿
鳴
く 

 
 

 
 
 
 
 
 

芝
岡
美
代 

鯨
住
む
海
あ
お
あ
お
と
暁
忌 

 
 

 
 

 
 

宮
川
恵
子 
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上
林
暁
大
賞 

柴
田 

清
氏 

 

中
山
一
志
賞 

國
友 

積
氏 

 


